
市販薬のオーバードーズ防止啓発教材の開発と
啓発活動活性化に向けた講演会の実施

　
日本大学  薬学部  薬剤師教育センター　准教授

　

安部　恵
あべ めぐみ



166

市販薬のオーバードーズ防止啓発教材の開発と
啓発活動活性化に向けた講演会の実施

日本大学薬学部　　安部　恵

【要旨】

薬物問題は時代とともに変遷し、最近では若年層による市販薬等の違法でない薬物のオーバー
ドーズ（以下ＯＤ）が社会問題となっている。学校保健の現場においても問題視され、その対策
について学校薬剤師への期待が高まっている。しかし既存の小学校、中学校・高等学校におけ
る薬物乱用防止教育は「違法薬物」を主に扱ったものであり、市販薬のＯＤも踏まえた内容の防
止教室の実施の要望に対し、学校薬剤師は対応に苦慮している。そこで、今回は市販薬のＯＤ
対策のためのパワーポイント教材の開発、完成した教材を活用する学校保健の場において、学
校薬剤師とスクールカウンセラー、養護教諭らが連携して啓発活動を実施できるよう、教材使用
についての注意点やメンタルヘルスへの対処についての学びを深めるための講演会を実施した。

１、啓発事業実施目的

1-1　教材開発
学校保健の現場で活用できる市販薬のＯＤ対策のためのパワーポイント教材を開発した。

若年層におけるＯＤは「生きづらさ」による負の感情を払拭するための行動であることが指摘さ
れており、医薬品の適正使用を啓発するのみならず、心の問題への啓発も盛り込む必要がある。
そこで教材には、思春期の生きづらさに苦しむ若年層に向けたメッセージとして、幼少期の虐
待体験から薬物依存症になった特定非営利活動法人ＡＳＫ社会対策部の風間暁氏のメッセー
ジ動画を導入した。また、心の問題への啓発を盛り込み、かつ学校保健の現場で活用しやす
い教材とするため、公認心理師、臨床心理士でありスクールカウンセラーである川村学園女子
大学文学部心理学科の松岡靖子氏の助言を得た。加えて、若年層の興味を引き付ける教材を
目指し、事例マンガを動画化して導入した。マンガ制作にあたっては、プロマンガ家（おちゃ
ずけ氏）の協力を得た。事例マンガの動画化、教材全体のデザインについては、White Space
望月ミサ氏の協力を得た。これらにより若年層の気持ちに寄り添った教材を完成させた。
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1-2　講演会
完成した教材を活用する学校保健の場において、学校薬剤師とスクールカウンセラー、養

護教諭らが連携して啓発活動を実施できるよう、教材使用についての注意点やメンタルヘルス
への対処についての学びを深めるための講演会も併せて実施した。多くの聴講者を募るため、

（一社）奈良県薬剤師会、（一社）松戸市薬剤師会、日本大学薬学部薬剤師教育センターとの
共催にて実施した。講演会の開催案内は、共催の奈良県薬剤師会、松戸市薬剤師会、また、
奈良県公認心理士会の協力も得て各機関において活用可能なメーリング等で案内した。

２、啓発事業等実施方法および内容

2-1　教材開発
教材開発について、以下のスケジュールにより実施した。

 

学薬学部薬剤師教育センターとの共催にて実施した。講演会の開催案内は、共催の奈

良県薬剤師会、松戸市薬剤師会、また、奈良県公認心理士会の協力も得て各機関にお

いて活用可能なメーリング等で案内した。

 
２２、、啓啓発発事事業業等等実実施施方方法法おおよよびび内内容容  

 
22--11 教教材材開開発発  
教材開発について、以下のスケジュールにより実施した。 

 
22--22 講講演演会会  
講演会について、以下のスケジュールにより実施した。 

 

令和 年

月

➢ 松岡氏へ講演依頼

月 講演会打合

せ

➢ 月 日

松岡氏との講演に向けた情報共有（ ）

令和 年

月

講演会案内 ➢ 奈良県薬剤師会、松戸市薬剤師会、奈良県公認心理士

会会員等へ講演会の案内（メーリング等）

令和 年

月

啓発教材全

体を踏まえ

た講演会内

容の打ち合

わせ

➢ 月 日

松岡氏と講演会内容の検討（ ）

➢ 月 日

奈良県薬剤師会、松岡氏、安部、埴田により当日の進

行等打合せ

➢ 月 日

時～ 講演会実施

予定時期 実施内容 実績詳細

令和 年

月～

月

教材制作、

インタビュ

ー内容検討

➢ 月 日

川村学園女子大学 松岡氏を訪問し挨拶、概要説明

➢ 月 日

おちゃずけ氏、 望月ミサ氏と対面打合

せ、挨拶、概要説明、作業依頼

➢ 月 日

特定非営利活動法人 社会対策部の風間暁氏へ相

談、概要説明

➢ 等で各担当者と進捗確認、打ち合わせ

令和 年

月

インタビュ

ー動画撮影

教材制作継

続

➢ 月 日

風間氏と動画撮影内容打合せ（ ）

➢ 月 日

風間暁氏を訪問し、インタビュー動画撮影

（やまと撮影）

月 教材最終確

認

➢ 月 日

松岡氏を訪問し、開発教材を活用した教室実施時の注

意等についての助言をいただく

➢ 望月氏、おちゃずけ氏と教材の進捗確認（ ）

月 教材完成 ➢ 望月氏、おちゃずけ氏、松岡氏へ教材の最終確認をい

ただき完成
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2-2　講演会
講演会について、以下のスケジュールにより実施した。

３、啓発事業等成果

3-1　教材開発
教材の開発を進める中、各種オーバードーズ薬物問題シンポジウム等へ参加し、教材に求

められるメッセージについて探り、以下の変化、認識を広めることができる教材となるよう作
成を進めた。

• オーバードーズに対する差別、偏見の軽減
• オーバードーズは誰にでも生じうる身近な問題であるという認識
• ストレスへの対処方法は複数もてると依存症の予防になるという認識
　
若年層の興味を引き付ける教材を目指し、事例マンガを動画化し導入した。河出書房新書「世

界一やさしい依存症入門　やめられないのは誰かのせい？」から「きっかけは、試験前のエナ
ジードリンク」の事例をカラー漫画化し、更に動画化した。引用には河出書房新書、著者の国
立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬物依存研究部部長の松
本俊彦氏の許可を得た。また、思春期の生きづらさに苦しむ若年層に向けたメッセージとして、
幼少期の虐待体験から薬物依存症になった特定非営利活動法人ＡＳＫ社会対策部の風間暁
氏のメッセージ動画を導入した。体験者動画については、ＯＤに対する啓発担当者、学校教
職員等の認識により活用の可否を調整できるよう、経験者への質問項目ごとにパワーポイント
のスライドにそれぞれ分けて掲載した。加えて、心の問題への啓発を盛り込み、かつ学校保
健の現場で活用しやすい教材とするため、公認心理師、臨床心理士でありスクールカウンセラー
である川村学園女子大学文学部心理学科の松岡靖子氏の助言を得て調整を行った。

 

学薬学部薬剤師教育センターとの共催にて実施した。講演会の開催案内は、共催の奈

良県薬剤師会、松戸市薬剤師会、また、奈良県公認心理士会の協力も得て各機関にお

いて活用可能なメーリング等で案内した。

 
２２、、啓啓発発事事業業等等実実施施方方法法おおよよびび内内容容  

 
22--11 教教材材開開発発  
教材開発について、以下のスケジュールにより実施した。 

 
22--22 講講演演会会  
講演会について、以下のスケジュールにより実施した。 

 

令和 年

月

➢ 松岡氏へ講演依頼

月 講演会打合

せ

➢ 月 日

松岡氏との講演に向けた情報共有（ ）

令和 年

月

講演会案内 ➢ 奈良県薬剤師会、松戸市薬剤師会、奈良県公認心理士

会会員等へ講演会の案内（メーリング等）

令和 年

月

啓発教材全

体を踏まえ

た講演会内

容の打ち合

わせ

➢ 月 日

松岡氏と講演会内容の検討（ ）

➢ 月 日

奈良県薬剤師会、松岡氏、安部、埴田により当日の進

行等打合せ

➢ 月 日

時～ 講演会実施

予定時期 実施内容 実績詳細

令和 年

月～

月

教材制作、

インタビュ

ー内容検討

➢ 月 日

川村学園女子大学 松岡氏を訪問し挨拶、概要説明

➢ 月 日

おちゃずけ氏、 望月ミサ氏と対面打合

せ、挨拶、概要説明、作業依頼

➢ 月 日

特定非営利活動法人 社会対策部の風間暁氏へ相

談、概要説明

➢ 等で各担当者と進捗確認、打ち合わせ

令和 年

月

インタビュ

ー動画撮影

教材制作継

続

➢ 月 日

風間氏と動画撮影内容打合せ（ ）

➢ 月 日

風間暁氏を訪問し、インタビュー動画撮影

（やまと撮影）

月 教材最終確

認

➢ 月 日

松岡氏を訪問し、開発教材を活用した教室実施時の注

意等についての助言をいただく

➢ 望月氏、おちゃずけ氏と教材の進捗確認（ ）

月 教材完成 ➢ 望月氏、おちゃずけ氏、松岡氏へ教材の最終確認をい

ただき完成
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3-2　講演会
令和 7 年 2 月 20 日（木）に公認心理師、臨床心理士でありスクールカウンセラーである川村

学園女子大学文学部心理学科の松岡靖子氏を講師に迎え、ZOOM を活用し「学校現場にお
けるオーバードーズの理解と対応～スクールカウンセラーと学校薬剤師の連携を目指して～」と
題した講演会を開催した。（一社）奈良県薬剤師会、（一社）松戸市薬剤師会と日本大学薬学
部薬剤師教育センターの共催にて実施した。開催案内は、共催の奈良県薬剤師会、松戸市
薬剤師会と連携し、また、奈良県公認心理士会の協力も得て各機関の活用可能なメーリング
等で案内した。受講者は奈良県薬剤師会 98 名、松戸市薬剤師会会員 27 名、松戸市薬剤師
会非会員 8 名、病院薬剤師 7 名、他支部 28 名の計 168 名の参加であった（90 分間全て受
講した者）。聴講者からの感想として、学校薬剤師からは「学校薬剤師向けの講演は大変た
めになりました。学校の保健教諭なども受講しているかもしれませんが、全教員が受講したら
よいのではないかと感じます。」等有益な理解が得られたという感想が寄せられ、一定の効果
を得られたと考えられる。

４、まとめ

講演会「学校現場におけるオーバードーズの理解と対応～スクールカウンセラーと学校薬剤師
の連携を目指して～」では、薬剤師側の視点のみではＯＤの本質的な問題の理解が得られなかっ
たところ、心の専門家からの視点を得ることができ、今後のＯＤ予防啓発の活動に有益な情報
発信となった。また、完成した学校保健の現場で活用できる市販薬のＯＤ対策のためのパワー
ポイント教材は、主に中学校、高等学校の学校保健の現場での活用を目指したものである。教
材の活用により、オーバードーズに対する差別、偏見の軽減、オーバードーズは誰にでも生じうる
身近な問題であるという認識、ストレスへの対処方法は複数もてると依存症の予防になるという
認識を広め、延いてはＯＤの予防、回復へ寄与することが期待できる。無料で誰でも活用できる
よう、オンラインストレージサービス等を活用し広く拡散する予定である。今回の講演会、教材
開発の取り組みに引き続き、ＯＤの予防、回復に向けた啓発活動に取り組んでいく予定である。
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５、資料、表、図及び写真など

5-1　生徒向けOD 予防、啓発パワーポイント教材（抜粋）

 

 
生生徒徒向向けけ 予予防防、、啓啓発発パパワワーーポポイインントト教教材材（（抜抜粋粋））

   

   

   

   

   

   

   

    
               

        
     
         

       
         

                

    

   

                                                         

                 
                   
                  
                  
                     
                   
                 
                 
                  

                

            

                      
                       

         
          
      
       

          
       
          
       

  

   
  

     
      

     
   
  



171
 

   

   

   

   

   

   

   

   
 

   
  

     
      

  

  

   
   

  
   
     

  
   
      

   
  

  
   

  

              

            

   

  

            

                          
               

            
                  

             
            

  

            

                         
                        
                    

                          
             
                  

                 
               
                         

  

  

            

                    
                     
                      
                    

                      
                  
                  

                         
                          
                 

  

            

                            
                 
                    
         

                        

                         
           
                          
                

  

    
        
          

           
       
           

       
          



172

5-2　講演会案内チラシ

 

   
 

講講演演会会案案内内チチララシシ

 
 

講講演演会会受受講講者者数数 
 

受講者数 名（ 分間全て受講した者）

松戸会員 名

松戸非会員 名

病院 名

他支部 名

奈良県 名

参加者計 名
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5-3　講演会受講者数
受講者数　168 名（90 分間全て受講した者）

5-4　講演会スライド（一部抜粋）

 

   
 

講講演演会会案案内内チチララシシ

 
 

講講演演会会受受講講者者数数 
 

受講者数 名（ 分間全て受講した者）

松戸会員 名

松戸非会員 名

病院 名

他支部 名

奈良県 名

参加者計 名

  

    
        
          

           
       
           

       
          

     
                
           

        

      
          

             
             
                

  

  

 

  

                                    
                                  
                                  
                                  
                                    
                                   

  
   
             
                     

                      

             
             
                          

      

                 

       

           
          
          
  

                

        
             
                          

  
  
    

                               
                                                                  
                           
                                  
                                   
                                    

                                                      

 

講講演演会会ススラライイドド（（一一部部抜抜粋粋））

  

  

  
 
 




